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罫
 2
0
1
7
年
人
事
院
勧
告
を
受
け
て

　
 「
賃
金
要
求
と
あ
わ
せ
、各
種
要
求
も
積
極
的
に
」

罫
 高
専
機
構
本
部
事
務
局
長
懇
談
会
を
開
催

罫
 財
務
省
へ
共
同
要
請
を
実
施

茎
 論
壇
「
テ
ニ
ュ
ア
ト
ラ
ッ
ク
を
考
え
る
」

 　
岡
山
大
学
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
 笹
倉
万
里
子

茎
 専
門
部
等
の
活
動
報
告「
附
属
学
校
部
」

　
　
部
長
 黒
川
陽
司（
神
戸
大
学
）

荊
 単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

　
猿
 北
見
工
業
大
学

　
　「
少
し
ず
つ・・・
」

　
猿
 鳥
羽
商
船
高
専

　
　「
教
職
員
組
合
の
意
義
を
浸
透
さ
せ
る
た
め
に
は
」

荊
 わ
た
し
も
ひ
と
こ
と

　
名
古
屋
大
学
で
は
法
人
化
後

採
用
の
非
常
勤
職
員
の
雇
用
期

限
を
、
3
年
か
ら
5
年
に
延
長

し
、
5
年
期
限
終
了
後
も
、「
公

募
」
に
よ
り
新
規
採
用
と
い
う

形
で
の
継
続
的
雇
用
を
可
能
と

さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　
労
働
契
約
法
改
正
に
伴
う
2

0
1
3
年
2
月
の
対
応
案
は
、

当
初
在
職
期
間
を
通
算
5
年
以

内
と
す
る
も
の
で
し
た
が
、
組

合
は
一
ヵ
月
間
で
1
1
9
8
筆

の
署
名
を
集
め
「
部
局
の
長
が

必
要
と
認
め
る
場
合
、
5
年
を

超
え
る
更
新
を
可
能
と
す
る
」

と
同
年
3
月
に
改
正
さ
せ
ま
し

た
。
し
か
し
、
無
期
転
換
に
よ

る
財
政
負
担
を
恐
れ
て
、
こ
の

制
度
を
利
用
し
た
部
局
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
組
合
は
7
部
局

長
と
会
見
し
無
期
転
換
を
訴
え

ま
し
た
が
、
間
接
費
が
比
較
的

多
い
部
局
で
も
「
定
年
ま
で
の

雇
用
は
約
束
で
き
な
い
」と
し
、

多
く
の
部
局
か
ら
大
学
と
し
て

の
対
応
を
求
め
る
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。
組
合
は
、
昨
年
7
月

に
2
0
0
0
人
以
上
の
非
常
勤

職
員
に
労
働
契
約
法
対
応
問
題

に
関
す
る
2
週
連
続
の
学
習
会

の
案
内
を
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

で
送
り
、
そ
れ
ぞ
れ
1
0
0
人

以
上
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
東
北
大
学
職
員
組
合
が
労
働

契
約
法
改
正
の
趣
旨
に
反
す
る

更
新
抑
制
・
雇
止
め
を
せ
ず
希

望
者
全
員
を
無
期
転
換
す
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
る
中
で
、　20

人
程
度
の
関
係
者
が
新
規
に
加

入
し
て
い
ま
す
。
他
方
で
、
不

安
定
雇
用
の
厳
し
さ
を
反
映
し

て
、
た
た
か
っ
て
い
る
間
に
も

離
職
・
転
職
す
る
当
事
者
が
何

人
も
い
ま
す
。

　
4
月
の
労
働
条
件
通
知
書

（
5
年
の
更
新
上
限
が
明
示
さ

れ
、
以
後
更
新
な
し
と
す
る
も

の
）
へ
の
サ
イ
ン
に
あ
た
り
、

「
更
新
条
件
に
は
納
得
し
て
い

な
い
が
今
年
も
来
年
も
働
き
続

け
た
い
の
で
サ
イ
ン
す
る
」
旨

明
記
す
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
に
一
筆
書
い
て

提
出
し
た
人
全
員
に
対
し
て
大

学
当
局
か
ら
は
「
2
0
1
4
年

度
以
降
『
上
限
年
月
日
』
付
き

の
労
働
条
件
通
知
書
に
再
三
サ

イ
ン
し
了
解
さ
れ
て
い
る
の
で

更
新
し
な
い
」
と
の
「
通
知
」

が
。
　
6
月
　
日
の
第
6
回
交
渉

23

で
、
大
学
当
局
が
法
人
化
以
後

の
採
用
者
は
反
復
更
新
者
で
あ

っ
て
も
一
人
も
「
5
年
」（
2
0

1
3
年
4
月
起
算
）
を
超
え
る

更
新
を
し
な
い
（
「
限
定
正
職

員
」
制
度
に
よ
る
採
用
の
み
を

行
う
）
と
断
言
し
た
の
で
、
交

渉
は
「
決
裂
」
し
ま
し
た
。
し

か
し
そ
の
後
、
大
学
は
「
交
渉

申
入
れ
が
あ
れ
ば
応
じ
る
」
と

言
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

雇
い
止
め
通
告
を
さ
れ
た
非

常
勤
職
員
ら
が
個
別
に
宮
城

労
働
局
に
「
労
働
局
長
の
助
言

指
導
申
出
」（
※
）
を
し
た
こ

と
に
対
し
、「
組
合
と
事
業
主

の
間
で
自
主
的
な
解
決
を
図

る
べ
く
話
合
い
が
進
め
ら
れ

て
い
る
」
か
ら
こ
の
制
度
の
対

象
外
だ
と
し
て
、
担
当
の
調
整

官
が
「
取
下
げ
又
は
打
切
り
」

を
求
め
出
し
た
こ
と
と
符
合

す
る
動
き
で
し
た
。

　
再
交
渉
に
応
じ
る
と
い
う

大
学
に
対
し
、
組
合
は
「
5
年

を
超
え
て
更
新
す
る
場
合
が

あ
る
こ
と
」「
契
約
更
新
の
合

理
的
な
期
待
権
を
も
つ
者
が

い
る
こ
と
」
を
認
め
る
の
か
繰

り
返
し
確
認
し
ま
し
た
が
、
大

学
は
全
く
答
え
ま
せ
ん
。
そ
う

し
た
中
、
労
働
局
は
8
月
初
め

に
「
紛
争
解
決
手
続
き
の
終

（
2
面
へ
つ
づ
く
括
）

　
名
古
屋
大
学
職
員
組
合
は
、

今
年
1
月
か
ら
「
雇
止
め
」
阻

止
・
 無
期
転
換
促
進
の
署
名
を

集
め
1
0
2
5
筆
を
2
月
　
日
28

（
追
加
分
を
4
月
　
日
）
に
総

25

長
へ
手
渡
し
ま
し
た
。

　
名
古
屋
大
学
の
無
期
転
換
案

が
2
月
に
提
案
さ
れ
ま
し
た

が
、
提
案
は
労
働
契
約
法
の
趣

旨
を
逸
脱
し
て
い
る
と
し
て
、

組
合
は「
事
務
員
採
用
試
験（
仮

称
）
っ
て
変
で
し
ょ
？
」
ビ
ラ

や
ノ
ボ
リ
も
作
成
し
、
こ
の
問

題
点
を
宣
伝
し
ま
し
た
。

　
3
月
3
日
に
は
担
当
理
事
と

の
団
体
交
渉
を
実
施
、
そ
の
後

も
会
見
を
3
回
行
い
、
無
期
転

換
に
あ
た
っ
て
煩
雑
な
「
採
用

試
験
」
を
行
わ
な
い
こ
と
や
、

現
場
の
声
も
踏
ま
え
改
正
労
契

法
の
趣
旨
に
沿
っ
た
対
応
を
粘

り
強
く
訴
え
ま
し
た
。

　
今
年
度
末
時
点
で
実
質
的
に

雇
用
期
間
が
6
年
以
上
の
者
に

対
す
る
経
過
措
置
の
設
定
、
年

俸
制
非
常
勤
へ
の
通
勤
手
当
支

給
、
無
期
転
換
選
考
時
の
筆
記

試
験
の
削
除
や
無
期
転
換
対
象

「東北大学の3000人を超える非正規職員の
  雇止めを考える」 市民シンポジウムの様子
　　（2017年5月31日、写真提供：宮城県労働組合総連合）

　
学
内
で
は
5
年
満
了
後
に
雇

用
を
一
旦
終
了
さ
せ
、
6
ヵ
月

の
ク
ー
リ
ン
グ
期
間
の
後
、
再

び
同
一
人
物
を
同
一
の
業
務
で

採
用
す
る
実
態
も
あ
る
た
め
、

必
要
な
人
材
の
雇
止
め
を
行
わ

ず敢
 引
き
続
き
制
度
と
し
て
の

無
期
転
換
ル
ー
ル
の
確
立
を
求

め
る
と
と
も
に
、

柑
 組
合
員
の
希
望
者
へ
の
適

用
に
取
り
組
み
、
例
外
措
置
適

用
（
無
期
転
換
）
さ
せ
る
こ
と

を
各
部
局
・
共
通
事
務
部
に
要

求
し
て
い
き
ま
す
。

（
京
都
大
学
職
員
組
合

　
　
　
書
記
長
　
 廣
瀬
 昌
憲
）

　
京
都
大
学
職
員
組
合
は
、
こ

れ
ま
で
5
年
を
超
え
る
雇
用

（
「
例
外
措
置
」
の
適
用
）
の

運
動
の
障
害
と
な
っ
て
い
た
点

に
つ
い
て
労
務
管
理
室
か
ら

虚
 組
織
的
に「
例
外
措
置
を
し

な
い
」
決
定
が
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
が
仮
に
あ
れ
ば
、
改
正
労

契
法
の
趣
旨
に
そ
ぐ
わ
な
い
の

で
是
正
し
て
い
く

許
 「
例
外
措
置
」
の
経
費
の
考

え
方
は
「
定
年
ま
で
の
雇
用
財

源
」
で
は
な
く
「
長
期
雇
用
化

で
の
経
費
」
で
あ
り
、
そ
の
説

明
は
変
え
て
い
な
い

と
し
た
前
進
面
を
も
つ
回
答
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ポ
ス
ト
の
明
確
化
な
ど
の
修
正

案
が
5
月
に
提
案
さ
れ
、
部
局

や
組
合
の
意
見
聴
取
を
経
て
、

再
修
正
案
と
規
程
改
訂
案
が
6

月
に
提
案
さ
れ
、
7
月
の
教
育

研
究
評
議
会
で
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
　
無
期
転
換
ポ
ス
ト
の
調
査
が

8
月
に
行
わ
れ
、
経
過
措
置
対

象
者
以
外
の
者
の
選
考
が
始
ま

り
ま
す
。

　
今
後
は
、
年
度
途
中
で
雇
用

期
限
を
迎
え
る
「
経
過
措
置
」

適
用
者
や
、
意
図
的
な
無
期
転

換
ポ
ス
ト
の
削
減
が
無
い
か
な

ど
、
組
合
員
の
雇
用
を
守
る
と

り
く
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
現
在
、
す
べ
て
の
非
常
勤
職

員
に
、
9
月
7
日
牙
に
開
催
す

る
「
非
常
勤
職
員
の
雇
用
期
限

問
題
」 
報
告
会
 ＆
 組
合
説
明

会
を
案
内
し
、
い
ま
参
加
申
込

み
が
相
次
い
で
届
い
て
い
ま

す
。

（
名
古
屋
大
学
職
員
組
合

　
書
記
次
長
　
 佐
々
木
 康
俊
）

全
国
で
す
す
む
、無
期
転
換
促
進
の
取
り
組
み

名古屋大学

「
無
期
転
換
ポ
ス
ト
」
を

　
　
　
　
全
学
で
明
確
化

  長
期
雇
用
者
に
は
経
過
措
置
設
定

京都大学

学
内
の

  無
期
転
換
ル
ー
ル
確
立
へ

  　
   部
局
・
共
通
事
務
部
に
要
求

東北大学

世
論
へ
の
働
き
か
け
を

 重
視
し
取
り
組
み
進
め
る

当
局
は「
5
年
超
え
更
新
な
し
」に
固
執

年
４
月
を
笑
顔
で
迎
え
る
た
め
に
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